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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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　桜の季節が過ぎ，木々の青葉が目にしみる頃，山歩きをしながら，ふと足元に目をやるとハート
型の葉を 2 枚，そして葉の根元には隠れるようにして茶褐色の小さな壺型 ( つぼがた ) の花を付け
た植物を見かけることがあります。ウスバサイシンです。本植物の仲間は狭い地理的分布域がある
ことからカンアオイ Asarum nipponicum をはじめ，とてもたくさんあり，しっかりした鑑別が出
来るようになるには，かなりの勉強が必要です。ウスバサイシンは日本から中国にかけて分布し，
林床に生える多年生草本で，葉は冬には落葉し，早春に長い柄を出し，薄く光沢の無い深緑色心臓
型の葉を多くは 2 枚生じ，春に葉の間から淡汚紅紫色をした花を 1 つ咲かせます。花に花弁はな
く萼 ( がく ) 裂片が花弁状になっています。すなわち 3 枚の三角形の裂片が萼片です。近縁の植物

















ま お う ぶ し さ い し ん と う
黄附子細辛湯，当
と う き し ぎ ゃ く と う
帰四逆湯など
の漢方処方に配剤されます。成分としては，根に 2 〜 3% の精油成分（methyleugenol, safrole, 
ウスバサイシン  Asiasarum sieboldii (Miq.) F. Maekawa
(= Asarum sieboldii Miq.)（ウマノスズクサ科　Aristolochiaceae）




















78   New Food Industry（New Food Indust.） 2018  Vol.60  No.5
ので要注意です。また，本植物の学名について APG 分類では Asarum sieboldii Miq. と Asiasarum 
sieboldii (Miq.) F. Maekawa があり，第 17 改正日本薬局方では Asiasarum sieboldii F. Maekawa を
使用しています。
野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
図 1　成分の構造式
